
新潟広域都市圏ビジョン 令和３年度追加事業等の概要 

○ DX プラットフォーム構築事業【新規】（資料２－１ №5）
 （概要） 
・次世代通信規格 5G を敷設したオープンラボを開設し、事業者の 5G 体感や技
術検証の場を設けるとともに業種間の垣根を超えた意見交換、事業提案、プロ
ジェクト組成・推進のためのプラットフォームを設け新規ビジネスの創出を支
援する。 

 （期待される効果） 
・圏域内でのＤＸによる新産業、新規事業の創出 

○ 圏域内三次交通整備事業【新規】（資料２－１ №11）
 （概要） 
・岩室温泉を起点として、角田山麓や岩室エリア、弥彦エリアの主要な観光資源
を巡る観光周遊バスの運行を連携して行う。

 （期待される効果） 
・公共交通が充足していない新潟市西蒲区・弥彦村間に新たな移動手段を提供す
ることで、点在する魅力ある観光スポットへの周遊性の向上と新たな誘客促進
を図ることが期待できる。 

追加検討中の新規事業 
○ （仮称）再生可能エネルギーの地産地消事業（資料２－１ №30）
 （概要） 
・圏域の再エネ（太陽光・風力・水力・廃棄物含むバイオマス）拡大や電力の地
産地消の推進、圏域内の公共施設への再エネ電力の供給（地域新電力会社を活
用）などを目指し、勉強会の開催、事業化の検討を実施する。 

 （期待される効果） 
・再エネ電力の地産地消による圏域の CO2 排出削減の推進 
・施設の経費（電気代）の削減 
・脱炭素に取り組む地元企業の支援、競争力の向上
・災害時のレジリエンス強化（FIT 法が求める地域活用要件への対応） 
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